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午前10時00分   

○委員長（島 昌之）  

 ・ 欠席委員連絡（工藤委員） 

 

午前10時00分開議 

○委員長（島 昌之）  

 ・ 開会宣告 

 ・ 議題の確認 

 

１ 調査事件 

(1) 消防団の充実強化に向けた取り組みについて 

○委員長（島 昌之） 

 ・ 議題宣告 

・ 本件については、前回、昨年12月４日の委員会において、これまでの調査や委員の皆様からいただい

た意見について取りまとめたものを正副で作成させていただき、今後の取組の方向性などについて皆

様と協議を行っていくことを確認しているので、そのように進めさせていただく。 

・ 資料説明：消防団の充実強化に向けた今後の取り組みの方向性について（案）（総務常任委員会正副

委員長調製） 

・ これらを踏まえ、各委員から本件に係る取組の方向性について御意見はあるか。 

○髙橋 千晶委員 

・ 今説明いただいた方向性の各項目ついては賛成する。 

・ 前回の委員会の後、市民の方や消防団の方の話を聞く機会があり、そこで気づいたことがあったので、

一つ皆様で議論いただきたいと思うことがあり、発言させていただく。 

・ 女性の消防団員の業務内容についてだが、今函館市の消防団は男性の業務と女性の業務で、女性の業

務が一定制限されているというふうにたしか聞いてたと思う。実務――消火の作業などではなく、それ

をサポートする内容や、たしか医療的なことや教育的なことだったと記憶しているが、実際消防団に入

っている女性の方々、特に若い年齢の方々は大変意欲的で、ぜひやはり男性と同じように、実務という

か――消火作業だとかそちらの方にも携わりたいというふうに思っている方がいらっしゃるようだ。た

だ、それがかなわなくて残念だという声を聞いた。 

・ 市民の方からも消防団の加入・参加を検討したが、そういう仕事ができないのあれば、今回は見送る

という女性もいたと聞いている。せっかく意欲を持って参加しようという方がいらっしゃるのであれ

ば、男性女性関わらずぜひ携わっていただきたいと思う。そのための訓練だとか、とても大変な部分も

あると思う。だから消防団に入ったら絶対それに参加しなくてはいけないということではなく、１人１

人が、私はその実務をやりたい、私はそちらは難しいからサポート的な業務をやりたいというふうに、

選べるような業務になったらいいかなというふうに考えた。 

・ ただこれは団だけではなく、もしかしたら実際の消防の職員の方との兼ね合いもあるのかもしれない

ので、もし見直す機会があればそちらの方もお願いしたいなというふうに私は考えた。 
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○委員長（島 昌之） 

・ 高橋委員から、女性消防団員の活躍について、今回の文言に入れてはどうかというお話をいただいた。

参考とさせていただきたいと思うが、今回はこれまでの調査と行政調査を踏まえた上で、その内容につ

いて取りまとめをしようということとしている。 

・ したがって、今の意見は参考とさせていただきたいと思うが、今回の取りまとめについてはあくまで

もこれまでの調査を踏まえたものということで進めたいと思うので、御理解いただきたいと思うが、い

かがか。（異議なし） 

・ 他に発言あるか。（なし） 

・ それでは、今後の取組の方向性については、本日の協議のとおりとしたいと思う。 

・ 次に、今後の調査の進め方だが、本日、取組の方向性について確認したので、調査結果の最終的な取

りまとめ案を正副で作成し、次回の委員会でお示しさせていただきたいと思うが、そのように進めてよ

ろしいか。（異議なし） 

・ その他本件について各委員から何か発言あるか。（なし） 

・ 閉会中に委員会が行った調査については、次の定例会で報告することになるが、委員長の報告文につ

いては、委員長に一任願いたいと思う。これに御異議あるか。（なし） 

・ 議題終結宣言 

 

２ その他 

〇委員長（島 昌之） 

・ 次に、２のその他だが、各委員から何か発言あるか。（なし） 

 ・ 散会宣言 

午前10時11分散会 


